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2021 年
10 月 8 日
八王子

学芸員学芸員
新美琢真新美琢真

マンガ家マンガ家
増村十七増村十七

異常気象

加えて

前日夜に久々に
首都圏で
震度 5 強の地震が
あってあまり
眠れなかった

……
暑いね

昨日セミ
鳴いてたよ

10月に
……

暑い

日本では

なんでも
起こりうるんだ

台風が
10月12日
だったから

ちょうど
ほぼ二年前
なんだよね
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二年前も
暑かったな
……

うん
ミュージアムと
ちょうど対岸に
住んでて

様子をチラッと
見ただけだけど

増村さんも
台風の翌日に
多摩川を見に
行ったんだっけ

川の様子
ひどかった
でしょう？

いや  
翌日の昼はもう
水量は落ち着いてて

でも河川敷の
草と木が全部
曲がってて

ここまで川に
飲まれたんだなぁ
って
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音？

うん

単にその近くの
家も地下は浸水
してて

住民が
溜まった水を
掻き出してた
音なんだけど……
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なんだか

妙に耳に
残って

気だるかったな
外は前の晩を
忘れたみたいに
乾いて照り返して

すごい水流の
痕跡と

遠くで水を
掻き出す音と

……
……

ここだ
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一般財団法人
世界紙文化遺産
支援財団    紙

か み も り

守
八王子工房

今回の
プロジェクトで
実際に原稿の
修復を行う

紙と修復の
スペシャリスト
団体
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この日は
被災原稿の
修復過程の見学

紙守の職人の方々に
実際に作業工程を
見せていただいた

事務事務
遠藤さん遠藤さん

樋口さん樋口さん

笹本さん笹本さん

足立さん足立さん

この部屋で
修復作業を
行っています
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では
順を追って
工程を進めて
いきましょう

冷凍されて
届けられた
原稿を冷蔵庫で
ゆっくり解凍

すでに応急処置まで
行った原稿を使い
デモンストレーション

1. 解凍

今回は省略

2. 調査、記録および撮影

一枚一枚撮影し
バインダーにまとめ
状態を記録

裏面も原稿の面と
同じくらい状態を
記録してるんですね

白衣を着用白衣を着用
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裏表は関係なく
紙をひとつの
物質として
扱っているんです裏の汚れが

あとで影響する
こともあるので

3. ドライクリーニング

カビなど表面に
付着した汚れを
ハケで落とす

汚れがひどいものは
特製のケースに入れ
掃除機で吸ったりもする

4. 描画・色材の
耐水性テスト

水を含ませた
綿棒で画面に触れ
色が移るかを見る
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一応全て試しますが
ほとんどはこれ以上
滲んだりしません

なにしろ
被災でさんざん
水に浸かった後の
状態なので

無水エタノール無水エタノール

安全のため必ず安全のため必ず
手袋をつける手袋をつける

5. 洗浄
まず薬品で
カビや菌を
除去する

完全な滅菌では
ないですが
酷いもの以外は
除菌されてある程度
クリーンになります

汚れが酷い場合は
薄めた過酸化水素水を
使うこともありますが

多少なりとも
紙へのダメージが
発生するので
その都度判断ですね

乾燥させることで
一度に作業するより
紙
しりょく

力が弱まりません

一度完全に
乾燥させる

不織布ごしに塗布不織布ごしに塗布
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今回の修復の
要となる作業です

弱めのシャワーを
あてたり溜めた水に
ひたしたり

水洗い

水洗いで汚れ
自体を落とす
目的もありますが

水って乾いたとき
へりにシミや
汚れがいきますよね

それを利用して
紙の外に汚れを
移していく意味も
あります

6. 補修

今回の修復では
完全に紙を当てて
加筆するような
ことはしません

可能な限り元のまま
長く保管可能な状態に
するのが目的ですので
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やぶれた
原稿もほとんど
なかったし

表面が剥がれかかった
ものを生

しょうふのり

麩糊で
貼り直した
くらいですかね

市販の合成樹脂の
接着剤などと違って
水で取れるので
やり直しがききます

しょうふ
のり？
ですか？

小麦由来の
でん粉ののりです

7. 仕上げ

紙が弱い場合は
生麩糊で楮

こうぞし

紙を
裏に貼って補強
します（裏打ち）

こ
こうぞし？

楮
こうぞ

っていう
植物が
あるんです

和紙の原料
ですね
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フラットニング

今回の
漫画原稿用紙のように
洋紙の場合  西洋式に
プレス機を使います

紙の水分を
押し出し平

たいら

に
します

8. 保存収納

裏打ちした紙は
綺麗に化粧断ち
して

保護紙として
楮紙を当てて
中性紙の箱に入れ

工程終了

楮紙や中性紙が
保存に適している
といっても……
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結局いつかは
経年変化で
黄ばんだりします

空気も光も
完全には
遮断できない
ですからね

でも生麩糊は
水で落とせるし

洗い込んで
作られた楮紙なら
また洗って汚れを
落とすことができる

見目麗しく
整えるというより
――

元の状態のまま
長く保管
できるように

時間が経って
汚れたらそのとき
また直せるように

そうした考えで
「修復」は行われて
います
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……と
ざっとこんな
ところかな

点数が多くて
状態もまちまち
だからその都度
対応は違いますが

やること
自体は
シンプル
ですね

すみません
すごく長い時間の
規模の話を聞いて

ずっと一人で
理解できてない
ところがあって

例えば
百年後に

自分が
修復したものが
遺っていてほしい
ですか？

えーと
……
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えーと
つまり
……

文化が遺るのは
そりゃ長いほうが
いいと思うんです

でも
百年後や一万年後も
人類はずっと物を
遺していくのかって

そこまで
考えていくと何が
いいことなのか
分からなくて

そりゃあ
……

はい
遺ってて
ほしいですよ？

マンガもだけど
世の中だいたい
自分の行動で
想定できるのって

発表した週や
せいぜいその年の
ことくらいで

でも修復って
人の一生を
超えたスパンの
ことをしてて
その……
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なんか
変な行為
してない？

って思って
しまって

言い方悪くて
すみません

いや〜
変だと
思いますよ

ただ
皆さんのお仕事の
モチベーションが
伺えたらって……
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モチベーション
……

もちろん
仕事でお金を
もらってるからには
ベストを尽くして
いるんですが

うん
それが前提

修復したものが
長く遺れば
嬉しいけど

修復師だけで
遺すわけでも
ないですからね

依頼主がきちんと
保管してこそのもの
なので

そう  だから

「預かっている」
という感覚ですね

大昔の作品が
「偶然」
いまも残ってて

でもその「偶然」は
誰かが意思を持って
遺してきて起こって
いることで

そうして
綿々と受け継がれて

「預かっている」
ものなら

今の我々の世代も
ちゃんとしておこうと
いう考えです
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旧字では
こう書くんです

「伝える」
って漢字
あるでしょう

「人」が
「袋に物を詰めている」
という様子から
来ているんですって

人から人に
袋の中の物を
手で渡すことを
示してるんです
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我々の仕事も
「傳

つた

える」こと
なんです

前の世代から
次の世代へ

袋に詰めて

手で渡して
いく――
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袋に詰める袋に詰める
詰めた物を詰めた物を
誰か誰か
次の人へ次の人へ
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袋に詰めて

誰かに
手渡す

それなら
分かる

私たちの
仕事

袋に詰めて

誰か近い人へ

願いのように

傳
つた

えて
いくこと
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